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ご あ い さ つ 

 
            当会の名称は「社会福祉」協議会でありますが、この「福

祉」を取り巻く環境は、近年、少子高齢化現象をはじめとし

た様々な社会変化により、従来の「支え手」「受け手」とい

う、言わば「縦割り」の関係から大きく変わる局面に入って

います。 

これからの福祉は、公的なサービスの重要性に加えて、自

助・共助・互助を基本とした「横のつながり」を重視する「地

域共生社会の実現」を図ることがより重要さを増してまいり

ます。それは正に『境町第３次地域福祉計画』が謳う「みん

なで支え合い 誰もが安心して暮らせるまち」をめざし、構

築していくことに他なりません。 

社会福祉協議会はまた、社会福祉法第 109 条に位置付けられる「地域福祉の推進

を図る」ことを主な目的とし、公益的な取り組みを行う団体です。具体的な取り組み

について①社会福祉を目的とする事業の企画及び実施②社会福祉に関する活動への

住民の参加のための援助③社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連

絡、調整及び助成④前三号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な

発達を図るために必要な事業、と規定されています。 

この度の「地域福祉活動計画」は、境町が策定した上記の「第３次地域福祉計画」と

緊密に連携・連動し、相互に補完・補強を図りながら、より充実した「地域福祉」の推

進をめざすための行動計画です。 

町の計画の基本理念と対を成す「みんなで支え合う 豊かな福祉のまちづくり」を

合言葉に、今後も一層有益・有効な事業の実施を図ってまいる所存でございます。 

本計画の策定にご協力をいただきました策定委員の方々をはじめ、関係者の皆様に

厚く御礼を申し上げます。 

令和６年３月 

社会福祉法人 境町社会福祉協議会 

会  長   池 上  仁 
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第 １ 章 計画策定にあたって 
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１ 計画策定の背景と趣旨 

 

平成 28 年 3 月 31 日に「公益性や非営利性の徹底」「国民に対する説明責任」

「地域社会に貢献する法人のあり方の徹底」の 3 つを主な目的とする改正社会福祉

法が成立し、同 29 年４月１日（一部については 28 年４月１日）に施行されてい

ます。その目的を達成するために「社会福祉法人制度の改革」と「不足しがちな福

祉人材の確保の促進」等の措置を行うこととされており、社会福祉法人境町社会福

祉協議会（以下、「社会福祉協議会」と言います。）においても、法で位置づけられ

た地域福祉の推進の中核的な役割を果たす団体として、種々の社会福祉事業を行い

対応を進めてきました。 

「地域社会」の現況をみると、近年、少子・高齢社会や核家族化の進行、世帯の

小規模化等の現象が顕著になってくるとともに、身近な生活課題に対する家庭や

近隣同士での助け合い・地域のつながりなどの連帯の希薄化が進む一方、住民の

福祉に関する価値観も変化し、多様化してきており、結果として、かつての伝統

的な家庭や地域の相互扶助機能が低下しています。それに伴って、地域では高齢

者、障がいのある人などの支援を要する人たちだけでなく、青少年や中年層にお

いても生活不安やストレスを抱える人が増加し、自殺、家庭内暴力、各種虐待、

ホームレス化、ひきこもり、ヤングケアラーの問題、ＬＧＢＴ等が新たな社会問題

になっています。 

そのような状況の中で町民の福祉に関するニーズも多様化しており、子どもか

ら高齢者まで、年齢や障がいの有無、性別などにかかわらず誰もが住み慣れた地

域の中でその人らしく充実した生活を安心して送るためには、地域での支え合い・

助け合いの力をいま一度高めていくことが必要不可欠となっています。 

そこで、境町が策定した『境町第３次地域福祉計画』を受けて町民・民間の立場

から地域福祉活動をどのように進めていくかを明らかにし、行政と町民が役割分担

しながら共に「地域福祉」の推進に取り組んでいく方法を明らかにするために、こ

の度、令和６年度からの『第３次境町地域福祉活動計画』を策定しました。 
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２ 計画の位置づけ 

 

◇本計画は、市町村社会福祉協議会が策定する「地域福祉活動計画」にあたり、多

様な福祉活動を基盤に町民が主体的に策定したものです。 

◇令和５年３月に境町が策定した『境町第３次地域福祉計画』（社会福祉法第 107

条に基づく「市町村地域福祉計画」）と緊密に連携を図りながら策定しています。 

  町の行政計画に位置づけられている「地域福祉計画」が、地域の福祉課題を把

握し、利用者の立場に立った福祉サービス提供の体制を整備するとともに、地域

の実情に応じた地域福祉活動を促進するなどの地域福祉施策を推進していく役

割を果たし、公的なサービス及びそれと住民等による福祉活動との連携による総

合的なサービス提供の内容を扱うのに対して、地域福祉を推進する団体である町

社会福祉協議会が、住民等の福祉活動と地域福祉の実現を支援するための活動の

内容を計画化したものとして「地域福祉活動計画」があります。 

これらの２つの計画は「地域福祉の推進」という同一の目的で策定する計画で

あるため、国や全国社会福祉協議会などでは、両計画を共通の理念や施策方針の

下に策定し、相互に補完・補強しながら推進することが望ましいとしています。

本町でも、２つの計画の整合が図られ、いわば「車の両輪」となって、町におけ

る地域福祉を進めていけるよう、境町と境町社会福祉協議会とがお互いに連携し

て事業に取り組みます。 

◇『境町地域福祉計画』と『境町地域福祉活動計画』の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境町 境町社会福祉協議会

・地域福祉の理念の明示

・地域福祉の課題の把握と方策

・福祉サービス提供体制の整備

境町地域福祉計画

理念 仕組み

・社協による住民主体の小地域福祉

活動（地域コミュニティづくり）
・福祉に関する啓発・教育

・ボランティア活動の推進と支援

境町地域福祉祉活動計画

具体的な取り組み

地域課題・地域福祉推進の

方向性の共有

連携・補完
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３ 計画の期間 

 

この計画の計画期間は、2024（令和６）年度から 2028（令和 10）年度まで

の５年間とします（終期は町の「第３次地域福祉計画」より１年後れ）。 

ただし、関係法・制度の改正や社会情勢の変化などによる影響をはじめ、地域に

おける新たな問題、ニーズなどが明らかになった場合には、そうした状況に対応し

た取り組みができるよう、期間内であっても必要に応じて見直します。 

◇計画の期間 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

  

    

 

 

 

 

 

 第３次境町地域福祉活動計画 改定作業 
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第 ２ 章 町の現状と課題 
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１ 統計データによる現状等 

 

（１）人口・世帯と高齢化等の状況 

①総人口、世帯、人口構成（年齢３区分） 

～ 近年は人口がほぼ年々減少、世帯数はほぼ年々増加を示しており、世帯が 

小規模化している 

 境町の総人口（各年１月１日現在）は、平成 27 年以降一時期を除き年々減少

の傾向を示しており、令和５年１月１日現在で 24,785 人となっています。 

平成 31 年（25,250 人）と比べると、例年百数十人の減となっています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯数については、平成 27 年の 8,155 世帯から、令和５年には 10,095 世

帯へと増加しています（増加率 23.8％）。平成 28 年に一時的に微減したのを除

いて、近年は年々増加が続いています。 

１世帯当たりの平均人員数は、総人口が減少傾向で世帯数が増加しているため

平成 27 年の 3.0 人から令和５年の 2.5 人へと減少しています。世帯の小規模化

が進行していることがうかがえます。 

 

～ 少子・高齢化が進行しつつある 

本町でも少子・高齢化は着実に進み、年齢３区分別人口構成は年少人口（０～

14 歳）の割合が減少し、高齢者人口（老年人口、65 歳以上）の割合が増加する

傾向が続いています。 
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人口・世帯数の推移

資料：茨城県常住人口調査

住民基本台帳

人口

人

世帯数

世帯

人
口

24,785人

10,095世帯

世
帯
数

24,759人

8,155世帯

注：各年１月１日現在
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令和２年では、年少人口 12.1％、生産年齢人口（15～64 歳）58.8％、高齢

者人口 29.1％、同５年では、高齢者人口（高齢化率）は 29.7％となっています。 

全国・茨城県の結果と比較すると、年少人口は国とほぼ同率で県をやや上回り

高齢者人口は国を若干上回り県よりは下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者人口等の推移 
 

                      単位：人、％ 

区 分 
令和 

３年 

令和 

４年 

令和 

５年 

総人口 24,958 24,799 24,649 

 高齢者人口 7,240  7,301  7,309  

 
前期高齢者人口 
（65 歳～74 歳） 

3,924  3,806  3,672  

 
後期高齢者人口 
（75 歳以上） 3,316  3,495  3,637  

高齢化率（％） 29.0 29.4 29.7 

           資料：境町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画 
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平成22年

平成27年

令和２年

令和２年

令和２年

年齢３区分別人口構成比の推移

資料：国勢調査

％

境町

茨城県

全 国

年少人口 生産年齢人口 高齢者人口

注：四捨五入等の関係等で、合計が

100％にならない項目があります。

（０～14歳） （15～64歳） （65歳以上）
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～ 県に比べて３世代同居が多いが、以前よりは少なくなっている 

世帯構成では、県全体に比べ「その他の親族世帯」すなわち３世代の同居世帯

の割合が 10 ポイント近く多いものの、以前に比べて非親族・単独世帯や、夫婦

のみ世帯の割合が増加しています。（国勢調査結果〔各年 10 月１日現在〕より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高齢者、障がいのある人等の状況 

～ 支援が必要になる可能性の高い人が増加している 

①高齢者、要支援・要介護認定者の状況 

 高齢者のいる一般世帯の割合は増加傾向にあり、令和２年では 50.4％と、過

半数となっています。 

また、高齢者単身世帯（ひとり暮らし）・高齢者夫婦世帯とも増加傾向にあり、

ともに世帯数・割合とも増加しています。 

高齢者のいる世帯の状況 
単位：世帯、％ 

 平成22年 平成27年 令和２年 

総世帯数（Ａ） 7,923 8,061 8,722 

一般世帯数（Ｂ） 7,916 8,051 8,709 

高齢者のいる世帯（Ｃ） 3,728 4,143 4,386 

 比率 Ｃ／Ｂ（％） 47.1 51.5 50.4 

高齢者単身世帯（Ｄ） 424 596 738 

 比率 Ｄ／Ｂ（％） 5.4 7.4 8.5 

高齢者夫婦世帯（Ｅ） 546 748 915 

 比率 Ｅ／Ｂ（％） 6.9 9.3 10.5 

資料：国勢調査 

 

一般世帯の構成

単位：％

境町 茨城県

平成27年 令和２年 令和２年

核家族世帯 53.3 52.8 56.2

夫婦のみ 16.3 17.0 20.8

夫婦と子ども 27.4 26.2 26.1

ひとり親と子ども 9.5 9.6 9.3

その他の親族世帯 24.6 19.3 10.1

22.1 27.6 33.5

合　　計 100.0 100.0 100.0

資料：国勢調査

区　　分

非親族及び単独世帯

注:一般世帯とは、病院、寮などの施設を除いた世帯。
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要支援・要介護認定者総数についてはほぼ年々微増し、令和５年は 1,073 人

となっています。今後、特に「要介護１」や「要介護３」の人数が大きく増加す

る推計となっています。 

要介護等認定者数の推移（推計を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              資料：介護事業状況報告書 等 

 

②障害者手帳所持者の状況 

 各障害者手帳の所持者数については、身体障害では年々微増・微減を繰り返し

ていますが、令和４年度は過去６年でいちばん少ない人数となっています。知的、

精神障害では、ほぼ毎年増加しています。 

３障害の合計人数は、平成 29～令和４年度の間の各年度で順に 972 人、

1,076 人、1,108 人、1,093 人、1,135 人、1,125 人と、近年は 1,100 人

前後で推移しています。 

障害者（児）数（障害者手帳所持者数）の推移 

単位：人 

年度 

身体障害者 

合計 

身体障害 詳細障害種別内訳 知的障害者 

合計 

精神障害者 

(手帳所持者)

合計  

視覚  

障害  

聴覚・ 

平衡機能

障害 

音声・言語・

そしゃく 

機能障害  

肢体 

不自由 

内部 

障害 

平成 29 726 38 52 6 404 226 174 72 

30 749 40 52 6 404 247 215 112 

31 765 42 60 5 402 256 217 126 

令和２  727 42 58 7 384 236 231 135 

３ 742 42 54 12 388 246 248 145 

４ 715 41 50 13 359 252 260 150 

注：各年度４月１日現在                          資料：境町社会福祉課 
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191 166 204 215 218 223 
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境町福祉協議会役員 手話サークル「わたぼうし」 松岡町防犯パトロール隊 

境町いきいきクラブ連合会 境町シルバーリハビリ体操指導士会 子守り唄グループ「ひばり」 

宮本町セーフティパトロール会 整理ボランティア 防災士の会 

境町心身障害児・者父母の会 五輪会 すみれサロン参加者 

絵てがみ・つばき会 ひまわり会 更生保護女性会 

点字ボランティア 境さわやかステップ 子育てサポーター派遣事業会員 

NPO 法人メダカの会 朗読ボランティア「すばる」 家事育児ヘルパー登録者 

国際交流友の会「さかい」 わーくすクラブ 協議体メンバー 

 

２ アンケート調査結果からみた現状等 

 

社会福祉協議会が、地域における近所づきあいの程度や地域との関わりなどにつ

いて調査した「アンケート調査」の結果について、課題につながる要点を抜粋して

取りまとめます。 

【アンケート依頼先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）近所における手助け 

 安心して暮らしていくため近所等で“①手助けしてもらいたいこと”としては

「災害時における避難等の手助け」という回答が最も多く「特にない」「日頃の安

否確認の声かけ・見守り」が続いています。 

 また“②手助けできること”については「日頃の安否確認の声かけ・見守り」

が最も多く「災害時における避難等の手助け」「話し相手」「気軽に集まれる場所

への参加またはお手伝い（ふれあいサロン等）」等が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

12.6 

17.4 

6.4 

3.3 

3.6 

5.3 

4.1 

6.6 

4.7 

0.3 

13.7 

22.1 

20.5 

13.7 

13.5 

4.0 

3.7 

7.2 

4.7 

7.4 

13.0 

0.4 

2.0 

10.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

日頃の安否確認の声かけ・見守り

災害時における避難等の手助け

話し相手

短時間の子どもの預かり

習い事などへの子どもの送迎

通院・買い物など外出の手伝い

ゴミ出しや掃除・食事づくりなど

の日常生活のこと

草取りや庭の掃除、電球交換など

の軽作業

気軽に集まれる場所への参加また

はお手伝い（ふれあいサロン等）

その他

特にない

無回答

①手助けしてもらい

たいこと

②手助けできること

（％）回答者数：449
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（２）相談機関に期待すること 

 今後さまざまな福祉の相談をすることになった時、相談機関に期待することとし

ては「ひとつの窓口でいろいろな相談ができる」「どこに相談したらよいか知らせ

てくれる案内や広報がある」という回答が多くなっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）緊急時の備えとして重要と思うこと 

 災害など緊急時の備えとして、どのようなことが重要だと思うかについては「日

頃からのあいさつや声かけ」「地域・近所での協力体制づくり」という回答が多く 

「災害時の情報伝達方法の確立」等が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.5

24.2

17.7

17.4

12.7

0.1

3.4

0% 10% 20% 30%

どこに相談したらよいか知らせてくれる案内や広報がある

ひとつの窓口でいろいろな相談ができる

気軽に相談ができる雰囲気がある

いつでも相談ができる場所や時間が確保されている

自分が相談機関に行けなくても相談機関の方が来てくれる体制がある

その他

無回答

回答数：449

19.6

19.4

9.2

13.7

10.5

14.6

5.1

6.1

0.2

0.2

1.4

0% 5% 10% 15% 20% 25%

日頃からのあいさつや声かけ

地域・近所での協力体制づくり

日頃の避難訓練

地域の支援や配慮が必要な人の把握

支援や配慮が必要な人への支援体制の整備

災害時の情報伝達方法の確立

災害ボランティアの育成

災害ボランティアの受け入れ態勢の確立

その他

特にない

無回答

回答数：449
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（４）良いと思う支え合い・助け合い活動の形態 

 地域の支え合い、助け合い活動を住民同士で行う場合、どの様な形態が良いと思

うかについては「無償で行う」という回答が圧倒的に多く「有償で行う」という回

答は１割にとどまっています。 

   

選択肢 回答 割合 

１．無償で行う 361 80.4％ 

２．有償で行う 45 10％ 

３．無回答 ２ 0.4％ 

４．その他 ４１ 9.1％ 

 

 

無償で行う

80.5%

有償で行う

10.0%

その他

9.1%

無回答

0.4%

回答数：449
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３ 本町の地域福祉の課題 

 

（１）地域福祉を支える担い手の育成・確保 

 11～12 ページで既に記述した通り、近年、本町においては支援が必要な人の数

が増加してきており、今後も増加していくことが予想されます。一方で、世帯の小

規模化等で家族介護等の「自助」による充足・解決が困難になってきている状況が

推測され、ボランティア活動等を促進・支援する取り組みが必要になっています。

多彩な地域福祉活動を支える福祉ボランティアや町民活動の人材の確保を図るこ

とが不可欠となっています。 

【参考】「境町ボランティアセンター」登録状況 

年度 登録団体数 登録者数（人） 
ボランティア 

依頼件数（件） 

令和元 24 611 14 

令和２ 20 584 ５ 

令和３ 20 539 ５ 

令和４ 19 480 ６ 

令和５ 19 468 ７ 

 

（２）共に支え合い、つながり合う地域づくり 

 個人や団体としての各種ボランティア活動とともに、地域の中でのちょっとした

手助け（“ちょいボラ”）支え合いを促進する土壌・雰囲気が必要になっています。 

社会福祉協議会では、地域住民が気軽に参加して情報の交換や相談などをするこ

とのできる“支え合いの場”である各地区の「サロン」への支援を行っていますが、

今後も支援を継続し、設置件数の増加を図っていく必要があります。 

 

（３）安心して暮らせる地域づくり 

 近年、地震、集中豪雨や大型台風等による大きな災害が増加しており「東日本大

震災」や「関東東北豪雨災害」「能登半島地震」等は甚大な被害をもたらしました。 

本町においては、高齢化の進行に伴って災害時要配慮者・避難行動要支援者が増

加していくことが予想されます。安全で安心できる地域生活の実現のために、行政

からの支援に加えて「地域福祉」「地域共生社会」の考え方を基盤とした地域の防

災力の一層の強化が重要になっています。境町が実施した町民アンケート調査の結

果でも「地域」としての役割や支え合い・助け合いに期待することとしては「災害

や防災対策」という回答が最も多くなっています。 
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（４）社会福祉協議会の基盤の強化 

 社会福祉協議会では「どこにどんな問題を持つ人がいるのか把握できる仕組み」

「必要なサービスがいつでも利用できる仕組み」「問題にサービスをスムーズにつ 

なげ、新たに必要なサービスを検討して調整する仕組み」を担っています。 

そのため「公」（行政）と「私」（民間）という立場を超えた協働体制の構築、活

動の総合的支援・育成、広範多岐な活動を展開するための各福祉団体の連絡・調整

などが役割となっています。 

社会福祉協議会には、その基盤の強化に努め、行政との連携・協働はもとより、

民間のさまざまな団体の方々による活動面・財源面・組織運営面への積極的な支

援・参加を得ながら、地域福祉活動を推進することが求められています。 
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第 ３ 章 計画の基本的な考え方 
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みんなで支え合う 

豊かな福祉のまちづくり 

１ 計画の基本理念 

 

『第 2 次境町地域福祉活動計画』及び行政計画である『境町第３次地域福祉計画』

との整合を図り、基本理念を次のとおりとします。 

 

 

 
 

  

 

 

住み慣れた地域でいつまでも安心していきいきと暮らすためには、住民ひとり 

ひとりが、さまざまな機会を通じて積極的に福祉のまちづくりに参画するとともに、

行政をはじめ福祉を担う団体や施設等と連携して福祉の推進を図ることが重要で

あると考えます。 
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２ 計画の基本目標 

 

基本理念の「みんなで支え合う 豊かな福祉のまちづくり」を実現するため、次

の４つの「基本目標」を定め、施策を推進していきます。 

 

 

 

 「地域福祉」への関心、参加意欲の向上を図るとともに、児童・生徒たちへの

出前講座や「地域リーダー養成研修」などによる「地域福祉」を支える人材の発

掘・育成に努めます。 

 

 

 

 地域の資源をいかした「サロン」の活動支援や「介護予防・日常生活支援総合

事業」による「協議体」の運営への支援など、近所・地域の「つながり」づくり

や地域交流の活性化に努めます。 

 

 

                      

 

 住民誰もが住み慣れた地域で安全に安心して暮らしていけるよう、防犯・防災 

に関する情報提供・体制整備を行います。また、高齢者、障がいのある人、子ど 

も等の見守り支援のために「地域見守りネットワーク」の強化を進めます。 

 

 

 

 

  社会福祉協議会の自主財源の確保と財政の健全化に取り組んでいきます。民間

非営利組織としての「自主性」と行政等を結ぶ「公共性」の２つの特性をいかし

て活動すべく、職員研修等による職員の意識改革・資質向上を図り、組織力の強

化に努めます。また、住民や他団体等との関係強化、連携・協働に努めていきま

す。さらに、本計画の推進と定期的な評価等を実施します。 

 

   

基本目標１ 地域福祉の担い手の育成 

基本目標２ 共に支え合い、つながり合う地域づくり 

基本目標３ 安心して暮らせる地域づくり 

基本目標４ 社会福祉協議会の基盤の強化 
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３ 計画の展開（施策体系図） 

 

 

 

 

 

                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 基 本 目 標 取 り 組 み の 方 向 

（１）地域福祉への関心、参加意欲の向上 
  
（２）地域福祉を支える人材の発掘・育成 

１ 

地域福祉の 

担い手の育成 

 

豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

み
ん
な
で
支
え
合
う 

 

 

（１）地域のつながりづくり 
 
（２）地域交流の活性化 
 
（３）生きがいづくりの強化 

（１）災害や防災等に関する情報提供・体制整備 
  
（２）福祉サービスの利用促進 
 
（３）相談支援体制の充実 
 

２ 

共に支え合い、 

つながり合う 

地域づくり 

３ 

安心して暮らせる 

地域づくり 

４ 

社会福祉協議会 

の基盤の強化 

 

（１）広報活動の強化 
  
（２）自主財源の確保 
 
（３）住民、他団体との連携・協働 
 
（４）組織力の強化 
 
（５）「地域福祉活動計画」の推進と評価 
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４ 計画の基本的視点と活動原則 

（１）計画の基本的視点 

≪視点１≫【自助】：地域に住む一人ひとりが努力していくこと 

…地域の中で一人ひとりが、自分に何ができるかを考えて実践しましょう。 

≪視点２≫【共助(互助)】：地域が協力して実践していくこと 

…地域の中で、人と人がお互いを認め合い、支え合い、助け合っていきましょう。 

≪視点３≫【公助】：行政が責任を持って推進すること 

…住民が地域の中で支え合いを推進する仕組みをつくるため、広範囲にわたる福

祉施策を総合的・継続的に進めます。 

 

“お互いさま”の範囲で隣近所が支え合う「誰もが自分らしく暮らせる福祉のま

ちづくり（地域福祉の推進、「地域共生社会」づくり）」を実現するためには、上記

のような「自助」「共助（互助）」「公助」の３つの視点に立って活動に取り組んで

いくことが大切です。 

町社会福祉協議会には特に、地域における「共助」の中心的役割を担うことが期

待されています。そのため、町社会福祉協議会では、行政（町）との連携の下、ボ

ランティア等の福祉活動への住民参加を促進するとともに、行政区、ボランティア

団体、住民活動団体、ＮＰＯ法人、福祉施設等の関係機関とのネットワークづくり

や活動への支援をさらに推進していきます。 

 

 

（２）活動の基本原則 

 

 地域福祉活動を展開していくに際して、次の５つの基本的な活動原則をふまえ 

て活動を進めます。 

①「住民ニーズ」の基本原則…広く住民の生活実態・福祉課題などの把握に努め、

そのニーズに立脚した活動を進めます。 

②「住民活動主体」の原則…住民の地域福祉への関心を高め、その自主的な取り

組みを基礎とした活動を進めます。 

③「民間性」の原則…社会福祉協議会の「民間組織」としての特性をいかし、住

民ニーズ・地域の福祉課題に対応して開拓性・即応性・柔軟性をもって活動を

進めます。 

④「公私協働」の原則…公私の社会福祉、保健・医療、教育、労働などの関係機

関・団体、住民などによる協働と役割分担によって計画的・総合的に進めます。 

⑤「専門性」の原則…地域福祉の専門的な推進組織として、調査、研究、開発、

情報、計画策定などに関する活動を進めます。
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第 ４ 章  基 本 計 画 
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第 

 27 
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基本目標１ 地域福祉の担い手の育成 

 

【現状と課題】 ～アンケート調査結果等より 

 

 ■地域福祉を推進するには、その担い手となる人材を確保・育成することが必要で

す。しかしながら、担い手の固定化や高齢化、若い世代の参加が少ないなどの課題

があります。町のアンケートでは、ボランティア活動に「参加したことがある」が  

29%「参加したことがない」が 67%との結果が出ています。その一方、地域での 

 支え合いや助け合いは多くの住民が必要だと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

また、助け合いの意識は、日常生活での近所づきあいや地域での交流の中から生

まれてくることが多いため、そうした「つながり」づくりや「地域福祉」の大切さ

等についての周知・啓発を進める必要があります。 

 

【参考】◇地域での支え合い、助け合い活動充実のため大切と思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.7

15.7

8.8

9.9

7.5

5.4

6.8

11.0

11.7

0.1

0.6

0% 5% 10% 15% 20% 25%

普段からの近所づきあいを大切にする

住民の交流と仲間作りの機会を多くする

気軽に集まれる場所をつくる

より多くの人に参加を呼びかける

特技や知識を活かせる活動の充実

活動に関する情報の提供

活動に関する研修や講習会の実施

若い世代の参加

町や社会福祉協議会による支援体制を強化する

無回答

その他

回答数：449
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＜取り組みの方向＞ 

（１）地域福祉への関心、参加意欲の向上 

地域の福祉活動の情報を適時に発信し、地域福祉への興味関心につながるよう、

周知、啓発に努めます。 

 

（２）地域福祉を支える人材の発掘・育成 

次の世代を担う子どもたちが、ボランティア等を体験して学ぶ機会を充実させ、

福祉への理解、関心を高めます。 

また、若い世代や定年退職後のシニア世代が、地域の担い手として参加できる機

会をつくり、地域課題の解決に大きな役割を果たしてもらうことを期待し、自らの

能力を十分にいかして活躍できるよう育成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

≪具体的な取り組み≫ 

◎社協だより、ホームページ、ブログなどを活用した情報発信 

◎ボランティアや担い手等養成研修の実施 

◎福祉映画会や講演会等の開催による啓発活動 

◎「子ども福祉チャレンジ教室」小学校における「福祉体験学習」への協力 

◎ボランティアセンターの運営 

◎「ボランティア連絡協議会」の活動支援 

◎「お手紙事業」における青少年ボランティアの育成 
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基本目標２ 共に支え合い、つながり合う地域づくり 

 

【現状と課題】 

 ■地域社会の脆弱化が進んでいることがうかがえます。また、地域課題の多様化の

多くが、そうした「つながり」の喪失、社会的孤立から生まれてきているのではな

いかと考えられ、対策・対応が急がれるところとなっています。 

 

  社会福祉協議会では、地域住民が気軽に参加できる交流の場「サロン」への支援

を行っていますが、今後も支援を継続し、設置件数の増加をめざしていきます。 

 

【参考】◇誰でも気軽に集まれる「ふれあいサロン」等の場所はどこにあると参加

しやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■また、住み慣れた地域で安心して生活できるよう、日頃からの身近な支え合いや

助け合いを広げる必要があります。境町社協では、町と連携し支え合いのまちづく

りに向け、住民主体で２つの地域に設置された「協議体」で、地域の福祉課題の把

握や解決策についての話し合いを行っています。協議体ではこれまでに買い物支援

や、高齢者世帯への夕食配達等、試行的な実践も含めて様々な活動の創出を図って

きました。今後も気軽に参加でき、地域の課題解決につながる取り組みの推進を図

ります。 

 

■これまで対面で行われていた多くの福祉活動がコロナ禍は長く休止し、地域の交 

流や生きがいづくりの活動が停滞しました。社会的孤立の予防や介護予防等につな 

がるよう、地域住民が地域のつながりを活かしながら、自分らしく過ごせる場づく 

りが重要になります。 

 

28.5

39.5

12.4

10.7

4.3

0.0

1.9

0% 20% 40% 60%

町の公共施設内

各行政区の公民館

社会福祉会館

スーパーや商業施設などの店舗の中

喫茶店

無回答

その他

回答数：449



第 

 31 

 

＜取り組みの方向＞ 

（１）地域のつながりづくり 

地域での孤立を防ぐため、地域の課題を話し合う場や誰もが気軽に集える場を通

じて、地域のつながりを強めていきます。 

（２）地域交流の活性化 

地域活動を活性化させるための支援を充実させるとともに、地域資源を活用して

住民、地域間の交流促進を強化します。 

（３）生きがいづくりの強化 

  高齢者、障がいのある人等の生きがいづくりや、地域の中で世代を超えての“顔

の見える関係”づくりを強化します。 

 

 

≪具体的な取り組み≫ 

 

◎「地域福祉活動支援事業助成金」の実施による地域福祉の発展に寄与する事業を

行う団体等への支援 

◎「ふれあいサロン」の普及及び支援 

◎「境町いきいきクラブ連合会」の活動支援 

◎「シニアスクール」の実施 

◎住民主体で地域の支え合いについて話し合う「協議体※」の運営や、支え合い活

動への支援 

 

 

※「協議体」とは… 

地域の課題・問題の解決等のために住民間で話し合いの場を持ち、地域を自分たちの

工夫で住みやすくしていくことを考えます。境町では、一中学区は「えんがわ」 二中学

区は「つながり」の名称で、毎月１回どなたでも参加できる話し合いの場を開催してい

ます。 

二中学区「つながり」 一中学区「えんがわ」 
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基本目標３ 安心して暮らせる地域づくり 

 

【現状と課題】 

 ■住み慣れた地域で安全に、安心して生活できるよう、災害に対する備えを充実さ

せていくことが重要な課題となっています。境町が実施した町民アンケート調査の

結果では、「地域」としての役割や支え合い・助け合いにどんなことを期待するか

という質問に対して「災害や防災対策」が第１位となっており、住民の高いニーズ

がうかがえます。 

 

 ■社会福祉協議会は、発災時に「災害ボランティアセンター」を設置して、被災住

民からの支援ニーズとボランティアの活動をつなぐほか、多岐に渡る調整作業等を

行うことになっています。 

 日頃より地域住民の防災に対する関心・意識を高め、災害時に備えた体制を整備し

ておくことが重要です。 

 

【参考】◇「災害ボランティアセンター」を社会福祉協議会が設置運営することを

知っていたか →「知っていた」がやや多い 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■社会全体における変化と同様に、ひとり親世帯や高齢者のみの世帯、障がいのある

人の増加が進んでいます。今後、支援を必要とする人が適切な支援を受けられるよ

う、福祉サービスの提供体制の充実が求められます。 

 また、介護や障がい等の福祉課題に加え、経済的な課題や引きこもり状態にある人

など、多様化・複合化した課題を抱える世帯への総合的な支援の体制が求められて

います。 

 

 

 

 

 

はい

48.3%いいえ

45.0%

無回答

6.7%

回答数：449
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＜取り組みの方向＞ 

（１）災害や防災等に関する情報提供・体制整備 

防災対策として、自助・共助の必要性や、地域の要配慮者への災害時支援体制の

整備のための日頃からの「つながり」の重要性に関する情報の発信に努めます。 

さらに、大規模災害が発生した際には「災害ボランティアセンター設置運営マニ

ュアル」に基づき「災害ボランティアセンター」を設置し、また、平素からそれに

備えて設置運営研修等を実施します。 

（２）福祉サービスの利用促進 

社会福祉協議会で実施している福祉サービスの内容や利用方法をわかりやすく

伝えるよう努めます。 

（３）相談支援体制の充実 

多様化した地域課題の解決に資する支援が包括的に提供される相談支援体制の 

強化に努めます。 

 

 

≪具体的な取り組み≫ 

◎「災害ボランティア養成講座」の開催 

◎災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施 

◎子育てサポーター派遣事業 

◎産前産後ヘルパー事業 

◎ひとり暮らし老人等配食サービス 

◎日常生活自立支援事業 

◎福祉機器の無料貸出し 

◎福祉タクシーの運行 

◎「心配ごと相談所」の運営 

◎生活福祉資金貸付事務事業 

◎生活困窮者緊急生活つなぎ資金の貸付 

◎食糧支援の実施 
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基本目標４ 社会福祉協議会の基盤の強化 

 

【現状と課題】 

■社会福祉協議会は，地域福祉を推進するための中心的な団体として位置づけられ、

町全体の福祉意識の高揚を図り、活発な活動に結び付けていくための重要な役割を果

たしていくものとして期待されています。しかし、アンケート調査では「社会福祉協

議会の事業内容はあまり知られていない」という結果が出ています。 

■また、平成 28 年社会福祉法改正（同 29 年４月施行）では、社会福祉協議会を含

む社会福祉法人・福祉施設等の「地域における公益的な活動」を責務として位置づ

けており、地域の社会福祉法人が一丸となっての活動の実施等、社会福祉協議会か

ら地域の社会福祉法人・福祉施設等に積極的に働きかけていくことが大切になって

います。 

 

 

＜取り組みの方向＞ 

（１）広報活動の強化 

  住民に社会福祉協議会の事業について理解を深めていただけるよう、適時・適切

に情報発信し「見える化」に努めます。また、住民が何を求めているのか、どんな

課題や問題を抱えているのかのニーズ把握に努め、企画提案能力を高めていきます。 

（２）自主財源の確保 

寄付金・社協会費等の自主財源収入と自主財源支出の「プライマリーバランス」

を健全な状態にしていき、その他、金銭的でない質的な支援をどう充実させていく

かについて検討を行います。 

また、事業運営・経営のビジョンや目標を明確にし、実現に向けた組織・事業・

財政に関する取り組みを明示して、戦略的事業展開と社会福祉協議会の組織改革・

意識改革を図ります。 

（３）住民、他団体との連携・協働 

多様化・深刻化する生活課題の解決に際しては、行政、NPO などの関係機関の

他、行政区長、民生委員児童委員、ボランティア等とも連携・協働して取り組んで

いきます。 

（４）組織力の強化 

民間非営利組織としての「自主性」と行政等を結ぶ「公共性」の２つの特性をい

かし、福祉制度に当てはまらない“谷間”にある人への支援等、多様なニーズに応

えるための体制づくりに努めます。 

また、そのために職員研修を実施し、職員の意識改革・資質向上を図ります。 
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（５）「地域福祉活動計画」の推進と評価 

本「地域福祉活動計画」に記載された事業が確実に実施されるようにするために、

進捗確認と見直しに取り組みます。社会情勢の変化によって社会福祉協議会が取り

組むべきニーズが変化していくことから、必要に応じて、地域課題についての調査

を行います。 

 

≪具体的な取り組み≫ 

◎社会福祉協議会の役割と取り組みについての広報活動 

◎『社協だより』・ホームページ・ブログ等での情報発信 

◎会費や寄付金の募集強化 

◎関係機関、地域、企業との連携・協働による福祉の推進 

◎職員の質の向上を目的とした研修の実施 

◎職員間における情報の共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

36  
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第 ５ 章 計画の推進と進行管理 
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１ 計画の推進 

（１）計画の啓発・普及の推進 

 地域福祉は、行政、地域住民、福祉活動団体、ボランティア、福祉事業者など

地域に関わる者自身が主体となり、協働して推進していくことが大切です。 

そのため、本計画で示した「基本理念」や福祉課題解決のための「基本目標」、

取り組みの内容等について『社協だより』やホームページなどあらゆる機会を通

して町民や町内の福祉関係各種団体をはじめ企業などへ広く周知に努め、本計画

に対する参画や各自の取り組み等について啓発・普及を行いながら計画を推進し

ていきます。 

また、地域における計画の推進については、社会福祉協議会が自治会等さまざ

まな地域組織と連携して、地域の実情に応じながら取り組み活動を促進していき

ます。 

 

（２）計画とＳＤＧｓとの関係 

 「ＳＤＧｓ」（持続可能な開発目標・エスディージーズ）は、平成 27 年 9 月

に国連で採択された、先進国を含む国際社会全体で 2030 年（令和 12 年）まで

に達成をめざす 17 の国際目標のことです。国は平成 28 年に「ＳＤＧｓ実施指

針」を定めて、地方自治体の各種計画等への最大限の反映を奨励しています。 

本計画は、ＳＤＧｓの理念である「誰一人取り残さない」社会を念頭に置いて

取り組み（施策）を推進します。 

 

 

 

 
 

２ 計画の進行管理 ～「ＰＤＣＡサイクル」に基づく進行管理 

 

計画の実効性を高め、円滑で確実な実施を図るためには、進行を適切に管理す

る体制が必要です。 

そこで、計画に基づく基本施策の進捗状況や達成度を定期的に把握・評価して

必要に応じて適宜見直し等を行い、常により良い活動や取り組みを推進する「Ｐ

ＤＣＡサイクル」（達成度を毎年評価し、次年度の施策展開にフィードバックする

こと）によって、計画の目的や目標達成に向けた取り組みの着実な推進に努めて

いきます。 
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「ＰＤＣＡサイクル」のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan（計画） 目標を設定し、目標達成に向けた活動を立案する 

Do（実施） 計画に基づき活動を実行する 

Check（評価） 活動を実施した結果を把握・分析し、考察する（学ぶ） 

Act（改善） 考察に基づき、計画の目標、活動などの見直しを行う 

 

 

Do Act 

Plan 

Check 
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第 ６ 章  付 属 資 料 
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資料１ 境町地域福祉活動計画策定委員会設置要項 

 

（設置） 

第１条 この要項は、社会福祉法人境町社会福祉協議会（以下「社協」という。）が境町にお

ける地域福祉活動計画（以下「計画」という。）を策定するため、境町地域福祉活動計画策

定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）計画案の策定に関すること 

（２）その他計画に関する事項 

（組織及び任期） 

第３条 委員会は、委員 20人以内をもって組織し、会長が委嘱する。 

２ 委員の任期は、委嘱の日から計画策定作業の終了日までとする。 

３ 補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を統括する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は欠けたときはその職務を 

代理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決すると

ころによる。 

４ 委員長は、必要と認めるときは、会議に関係者の出席を求め、意見又は説明を聴くこと

ができる。 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、社協に置く。 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は委員長が会議に諮って定める。 

 

附則 

この要項は、令和５年９月１日から施行する。 
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資料２ 境町地域福祉活動計画策定委員会委員名簿 

 

 

№ 氏   名 役職名・所属  備  考 

１ 倉 持 功 社協副会長 議会議長 ◎ 

２ 石 山 征 夫 社協副会長 学識経験者 ○ 

３ 野  尻  智  治 社協理事 副町長  

４ 寺 山 守 社協理事 いきいきクラブ連合会長  

５ 青  谷  洋  治 社協理事 教育長職務代理者  

６ 新 谷 嘉 延 社協理事 さしま福祉会理事長  

７ 野 口 富 太 郎 社協理事 観光協会長  

８ 関    一   美 社協理事 区長会長  

９ 猪  瀬  晴  男 社協理事 民生委員・児童委員協議会長  

10 酒 井 基 子 社協理事 ボランティア連絡協議会長  

11 新 井 孝 社協理事 ふるさとまつり協力会長  

12 篠  原  俊  憲 社協理事 戦没者遺族会長  

13 石  塚  孝  志 社協理事 町福祉部長  

14 椎 名 保 社協常務理事  

※「備考」欄の「◎」印：委員長、「○」印：副委員長 
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資料３ アンケート調査について 

(１)調査実施の概要 

◇調査の目的…境町社会福祉協議会では『第３次境町地域福祉活動計画』の策定に取り組む

にあたり、その作業の一環として、協議会会員など地域の皆様の地域福祉に関する考え方、

日頃の生活やボランティア、地域活動の状況などを把握し、計画づくりの基礎資料を得る

ことを目的に、調査を実施しました。 

 

◇調査の対象・サンプル数 

調査対象者 対象者数 有効送付数 

 

当協議会の会員、  

登録ボランティアなど 
約６００ ４４９ 

 

◇アンケート依頼先 

１ 社協役員 13 ひまわり会 

２ 境町いきいきクラブ連合会 14 境さわやかステップ 

３ 宮本町セーフティパトロール会 15 朗読ボランティア「すばる」 

４ 境町心身障害児・者父母の会 16 わーくすクラブ 

５ 絵てがみ・つばき会 17 松岡町防犯パトロール隊 

６ 点字ボランティア 18 子守り唄グループ「ひばり」 

７ ＮＰＯ法人メダカの会 19 防災士の会 

８ 国際交流友の会「さかい」 20 すみれサロン参加者 

９ 手話サークル「わたぼうし」 21 更生保護女性会 

10 境町シルバーリハビリ体操指導
士会 

22 子育てサポーター派遣事業会員 

11 整理ボランティア 23 家事育児ヘルパー登録者 

12 五輪会 24 「協議体」メンバー 
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(２)調査票の内容 

 

 

境町社会福祉協議会 地域福祉活動計画アンケート 

ご回答は、あてはまる選択肢の番号に〇印を付けてください。 

「その他」を選択した場合には後の（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

 

問 1．あなたは地域福祉に関する課題に対して、地域の支え合い、助け合い活動の 

必要性についてどのように思いますか。（あてはまるもの 1 つに〇）  

   

１．とても必要だと思う   

２．ある程度必要だと思う   

３．どちらともいえない   

４．あまり必要だと思わない  

５．必要ない 

 

 

問２．地域の支え合い、助け合い活動を住民同士で行う場合、どのような形態が 

良いと思いますか。（あてはまるもの 1 つに〇） 

 

１．無償で行う 

  ２．有償で行う 

３．その他（                        ） 

 

 

問３．地域での支え合い、助け合い活動を充実していくためには、何が大切だと 

思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

  

 １．普段からの近所づきあいを大切にする 

２．住民の交流と仲間作りの機会を多くする 

  ３．気軽に集まれる場所をつくる 

４．より多くの人に参加を呼びかける 

  ５．特技や知識を活かせる活動の充実 

６．活動に関する情報の提供 （＊次ページにも選択肢があります。） 

11 月 20 日（月）までにご回答をお願いします 
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  ７．活動に関する研修や講習会の実施 

８．若い世代の参加 

9．町や社会福祉協議会による支援体制を強化する 

10．その他（                       ） 

 

 

問 4．今後さまざまな福祉の相談をすることになった時、相談機関にはどのような 

ことを期待しますか。（あてはまるもの 1 つに〇） 

 

１. どこに相談したらよいか知らせてくれる案内や広報がある 

２. ひとつの窓口でいろいろな相談ができる 

3. 気軽に相談ができる雰囲気がある 

4. いつでも相談ができる場所や時間が確保されている 

5. 自分が相談機関に行けなくても相談機関の方が来てくれる体制がある 

6. その他（                         ） 

 

 

問 5．誰でも気軽に集まれる場所（おしゃべりや、お茶のみができるところ、 

ふれあいサロン等）があった場合、どこにあると参加しやすいですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 

 １．町の公共施設内   

２．各行政区の公民館   

３．社会福祉会館 

  ４．スーパーや商業施設などの店舗の中      

５．喫茶店 

６．その他（                     ） 

 

 

 

問６．①あなたやあなたの家族が「手助けしてもらいたいこと」はありますか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

②あなたのご近所に介護や子育て等で困っている家庭があった場合 

「手助けできること」はありますか。（あてはまるものすべてに〇） 
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 ① 手助けをして 

もらいたいこと 

② 手助け 

できること 

(1)日頃の安否確認の声かけ・見守り   

(2)災害時における避難等の手助け   

(3)話し相手   

(4)短時間の子どもの預かり   

(5)習い事などへの子どもの送迎   

(6)通院・買い物など外出の手伝い   

(7)ゴミ出しや掃除・食事づくりなどの 

日常生活のこと 

  

(8)草取りや庭の掃除、電球交換などの軽作業   

(9)気軽に集まれる場所への参加又はお手伝い 

（ふれあいサロン等） 

  

(10)特にない   

(11)その他（               ）   

 

 

問７．災害ボランティアセンターを社会福祉協議会が設置運営することを知って 

いましたか。（あてはまるもの 1 つに〇） 

 

   １．はい     ２．いいえ 

 

※大規模災害が発生した際に、社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを立ち上げて 

ボランティアの受入や派遣をし、被災者の支援（家の片付け等）を行います。 
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問８．災害など緊急時の備えとして、あなたはどのようなことが重要だと思います

か。（あてはまるもの３つに〇） 

 

   １．日頃からのあいさつや声かけ   

２．地域・近所での協力体制づくり 

   ３．日頃の避難訓練               

４．地域の支援や配慮が必要な人の把握 

   ５．支援や配慮が必要な人への支援体制の整備   

６．災害時の情報伝達方法の確立 

   ７．災害ボランティアの育成          

８．災害ボランティアの受け入れ体制の確立 

   ９．その他（                          ） 

   10．特にない 

 

 

問９．社会福祉協議会が今後取り組んでいくべきもの，取り組んでほしいことは 

ありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました 
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